
平成 29年度

学校教育の
　　 充実のために

奈良県教育委員会

奈良県教育振興大綱
基本理念 「育人　～県民一人一人が学び、育ち合い、潜在力を最大限引き出す～」

目指す人間像 Ⅰ 自他を尊び、地域を尊ぶ人 ～「自尊」「他尊」「地尊」の人づくり～
Ⅱ 確かな学力、豊かな人間性、たくましい心身を備えた人

～「知」「徳」「体」の調和がとれた人づくり～
Ⅲ 自立し、主体性をもって行動し、協働して地域・社会に参画する人
Ⅳ 創造性を発揮し、世界に伍して活躍する人

毎年 11月 1日は「奈良県教育の日」

取 組 内 容 目標・目標値

○ 基礎的な知識・技能を習得させ、学んだことを活用する力を育成するとともに、主体的に学ぶ態度を養う。
○ 真理を求め、生命を尊び、自然を愛し、崇高なものに感動する心を育てる。
○ 正しい判断力と強い意志を養い、規範意識を高め、自律的な生活態度を育てる。
○ 勤労観・職業観を養い、主体的に進路を選択する能力を育てる。
○ 自他敬愛に基づく人間関係を深め、社会連帯の精神と社会に貢献する態度を養う。
○ 郷土や自国に対する理解と愛情を培い、国際理解を深めることを通して、互いに尊重し合う態度を育てる。
○ 健康的な生活習慣を養うとともに、自発的・自主的な体育的活動をすすめ、たくましい心身を育てる。

奈良県学校教育の指導方針

基礎・基本の定着を図り、それらを活用する力を育む

学校教育の目標

具体目標

指導目標

※ 幼稚園等とは幼稚園のほか認定こども園を含む

　日本国憲法、教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基づき、人権を尊重する
民主的な社会の形成者として、豊かな人間性と創造性をそなえた国民の育成を目指す。
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豊かな人間性の育成 たくましい心身の育成

　確かな学力は、基礎的な知識や技能は
もちろんのこと、これに加えて、学ぶ意
欲や、知識や技能を活用して課題を解決
するために必要な思考力、判断力、表現
力等までを含めたものであり、指導と評
価の一体化を図りながら育むことが大切
である。

　豊かな人間性は、他の人を思いやる心
や社会貢献の精神、生命や人権を尊重す
る心、美しいものや自然に感動する心、
正義感や公正さを重んじる心、自律心や
責任感などであり、共生社会を展望し、
社会奉仕体験活動や自然体験活動等、体
験的な学習活動の充実に努め、学校生活
のあらゆる場面で育むことが大切である。

　たくましい心身は、生涯にわたって自
らの運動や健康の課題に適切に対応し、
活力ある生活を営むことのできる心と体
のことであり、学校生活の中で運動・ス
ポーツや健康・安全についての実践を通
して育むことが大切である。

〈幼稚園等※〉調べる、比べる、尋ねるなどの様々な手法を組み合わせて、楽しみながら課題を見いだし解決する活動を工夫し、感じた
ことや経験したことを自分なりの言葉などで表現する力を育成する。

〈小 学 校〉個に応じた指導の充実を図り、基礎的・基本的な知識及び技能を定着させるための学習活動を工夫するとともに、各教科
等において記録、要約、説明、話合いなどの言語活動を充実させ、思考力、判断力、表現力を育成する。

〈中 学 校〉個に応じた指導の充実を図り、小学校の学習内容を考慮し、基礎的・基本的な知識及び技能を定着させるための学習活動
を工夫するとともに、各教科等において批評、論述などの言語活動を充実させ、思考力、判断力、表現力を育成する。

〈高等学校〉学習の系統性を考慮し、知識及び技能を定着させる学習活動を工夫するとともに、言語活動の充実により、思考力、判断
力、表現力を育成する。

〈特別支援学校〉「個別の指導計画」に基づいた適切な学習指導を展開するとともに、発達段階、障害の状態及び特性等に応じ、自ら 
　　　　　　　  社会参画する力を養う。

正しく判断し、行動する力を育む
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豊 〈幼稚園等〉身近な人々との関わりを深め、愛情や信頼感、他の人を思いやる心を育む。自然や身近な動植物に親しませ、生命を大切

にする心を育み、協同して遊ぶことを通して、よいことや悪いことに気付かせルールを守ろうとする態度を養う。
〈小 学 校〉自分や他の人を理解し、生命を大切にする心や人権を尊重する心、自律心、責任感、正義感を育む。集団宿泊活動や自然

体験活動などを通して、基本的な生活習慣や社会生活上のルールを身に付けさせる。
〈中 学 校〉自分や他の人への理解を深め、生命を大切にする心や人権を尊重する態度、自律心、責任感、正義感を育む。職場体験活

動やボランティア活動などを通して、社会生活上のルールやマナーを身に付けさせ、社会参画しようとする態度を養う。
〈高等学校〉人権尊重の精神と生命に対する畏敬の念を深め、他者と共に主体的に生きる能力と態度を育てる。法やルールの意義を理

解し、社会の一員としての自覚を深め、よりよい社会を築こうとする行動力を育む。
〈特別支援学校〉様々な経験を通して、自ら他の人に関わろうとする姿勢を養うとともに、集団の中における自分の役割を理解し、行

動する力を育む。

進んで運動に取り組む力を育む
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〈幼稚園等〉いろいろな遊びの中で十分に体を動かし、伸び伸びと行動することを通して、充実感や満足感を味わわせ、健康なからだ
づくりの基礎を培う。

〈小 学 校〉外遊びや業前・業間運動などを行うことにより、進んで運動を楽しもうとする態度やいろいろな運動ができる力の基礎を
育てる。

〈中 学 校〉様々な運動の経験を通して、体力向上を図るとともに、積極的に運動に取り組む態度や生涯にわたって運動に親しむ資質
を育てる。

〈高等学校〉運動・スポーツに主体的に取り組むことにより、生涯にわたって運動を楽しむ力を身に付けさせるとともに、自らの健康
を保持増進できる実践力を育てる。

〈特別支援学校〉自分に合った適切な運動の経験を通して、運動への意欲を高めるとともに、強く活動力のある身体を育む。
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上牧町・上牧町教育委員会
〒639-0293
奈良県北葛城郡上牧町大字上牧3350
TEL 0745-76-1001（代表） FAX 0745-76-1002




